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審査証明依頼者Ｊドメールの適用イメージ

地下化への適用
都市内の地下鉄駅および地下通路建設の土留めとして使用できます。
他工法では困難な敷地境界線への省スペース近接施工が可能です。

近接施工  
鉄道や道路近傍の掘削工事による地盤変位対策工として使用できます。
作業スペースが限られたエリアでの近接施工が可能です。

地下構造物への適用  
山留め壁の本体利用で必要用地幅の縮小を実現します。
都市内の用地制限の厳しい環境下での工事に適しています。

Ｊドメールの審査証明依頼者
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Ｊドメールの概要Ｊドメールの概要

Ｊドメールは、鋼製部材を用いて構築する高剛性の壁体です。
道路・鉄道および河川等の地下構造物等を中心とした様々な構造物の壁体として構築できます。仮設

壁を本設壁に兼用できることで、施工スペース縮小、狭隘地施工、工期短縮が可能となります。
なお、鋼製部材の打設は、施工条件に応じて圧入工法やバイブロハンマ工法、ソイルセメント壁沈設工

法で行います。

Ｊドメールとは

Ｊドメールの耐力および変形性能

Ｊドメールの鋼製部材には、直線形鋼矢板とＨ形鋼を工場溶接で一体化した鋼製部材を用います。
Ｊドメールの断面耐力は、鋼製部材全断面を有効とした曲げモーメントMと曲率φの関係（M-φ関係）で
評価できます。なお、壁体の一部となるソイルセメントやコンクリートについては構造部材とみなさず、
コンクリートによる座屈拘束効果のみを考慮しています。

技術審査証明において、Ｊドメールの性能は以下のように認められました。

Ｊドメールの構造タイプ

Ｊドメールは、単独タイプと充填コンクリートによる拘束タイプの2種類があります。また、施工条件に
合わせて直線形鋼矢板の向き （地山側・掘削側） が選択でき、鋼製部材を地盤中、ソイルセメント中、コン
クリート中のいずれか選択して設置することができます。

地下トンネルを構築する場合、Ｊドメールの鋼製部材に床版接続用の鉄筋および補強用の鋼材を取り
付けることにより、コンクリート床版と接合することができます。

床版の降伏に先行して接合部に塑性化が生じないように構造細目が定められているため、壁体と床版
の接合部分については、従来のラーメン構造と同等に設計できます。

技術審査証明において、Ｊドメールの床版接合部の性能は以下のように認められました。

Ｊドメールによる高剛性壁体

コンクリート床版との接合部

M

Ｊドメールの鋼製部材 鋼製部材の曲げモーメントと曲率の関係 コンクリート床版との接合部における鋼製部材の補強構造の一例

Ｊドメールの構造タイプ

Ｊドメールの耐力および変形性能が、Ｊドメールを構成する鋼製部材の
曲げモーメントと曲率の関係で評価できる。

Ｊドメールとコンクリート床版の接合部が、従来のラーメン構造の
骨組解析に用いられる剛域モデルで評価できる。


